
住宅の応急修理制度にかかる説明会 

令和 5年 5月 15日（月）11時～ 

すず市民交流センター3階第 5会議室 

次  第 

１．制度の概要・ポイント ・・・・・・・・・P1～4 

２．手続き・提出書類について ・・・・・・・P5、6 

３．制度の対象となる工事例、Q＆A・・実施要領 P6等 

４．その他 



概要 

「応急修理制度」は、地震により被害を受けた住宅の応急修理について、住民から

の申込みに基づき市町が施工者に修理を依頼し、実施するものです。 

 修理対象は、屋根や壁・窓、台所・トイレなど日常生活に必要不可欠な部分が対象

となります。 

対象区域・対象者 

対象区域：珠洲市、輪島市、能登町 

対象世帯：上記市町で、被害を受けた住宅が罹災証明書で、「大規模半壊」 

「中規模半壊」「半壊」「準半壊」の被害を受けた世帯 

（「全壊」の場合でも修理により居住が可能となる場合は、対象となります。） 

※納屋や車庫、空き家は対象となりません。 

費用の限度額 （1 世帯あたり） 

全壊、大規模半壊、中規模半壊、半壊 ： 706,000 円以内 

準半壊 : 343,000円以内   

※費用は市町から修理業者に直接支払います。 

※限度額を超える部分は、自己負担となります。 

完了期限 

令和 5 年 8 月 4 日 (状況に応じ延長の場合あり) 

【令和５年石川県能登地方を震源とする地震関係】 

住宅の応急修理制度について（災害救助法） 

イメージ図 大まかな修理（手続き）の流れ 

住民

①修理相談・申込 ②修理依頼

④完了報告
市町

施
工
者

⑤支払い

③修理実施連絡

★地震被害から修理完了までのポイント 
・ 地震による被害と直接関係のある修理が対象です。 

・ 写真の撮影は必須です。（工事前、工事中、工事後）

・ 住宅設備等のグレードアップは不可です。

・ 住宅設備等は、取替え前後の品番の撮影やカタログの写しを用意

※ 制度の活用・相談は各市町の窓口へお問い合わせください。

連絡先は県 HP をご確認ください。 
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【応急修理制度の趣旨】 

  日常生活に必要最低限の部分 を応急的に修理すること

で、元の住家に引き続き住むことを目的 としたもの 

 

【応急修理実施のポイント】 

 ・地震による被害と直接関係のある修理が対象です。 

 ・空き家や納屋、車庫は、本制度の対象外です。 

 ・災害により損傷をうけた箇所（部分）が本制度の修理  

対象です。（災害の難を逃れたものは対象外です。） 

・住宅設備等のグレードアップは対象外となります。 

・住宅設備等については、取替え前後の品番の撮影やカタ  

ログの写しを用意してください。 

 ・エアコン等の家電は、対象外となります。 

・写真の撮影は必須。（工事前、工事中、工事後） 

 

【その他】 

・応急仮設住宅（賃貸型）との併用も可能。（条件あり） 

・応急仮設住宅（建設型）との併用は不可。 
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＜提出書類＞
・「工事完了報告書」（様式第7号）
・「施工前、施工中、施工後の写真」等

被災者

①修理相談

施工者

事前
相談

申請書
提出

受付

工事の
依頼

完了
報告

支払い

【 応急修理手続きの流れ 】

②見積書提出
修理内容の説明

被災者

③修理内容の相談

市町
④り災証明・申込書様式入手

被災者 市町
⑤申込（書類提出）

＜提出書類＞
・「住宅の応急修理申込書」(様式第1号)
・「り災証明書」の写し
・「施工前の被害状況が分かる写真」
・「修理見積書」（様式第3号）
・「資力に関する申出書」（様式第2号）
・「住宅の被害状況に関する申出書」※必要がある場合

市町 施工者
⑥修理依頼・請書

＜送付書類＞
・「修理依頼書」（様式第4号）
・「請書」（様式第6号）

被災者
⑥’工事実施連絡

修理業者による工事の実施

市町 施工者

市町 施工者

⑧修理費用確定

⑨請求書の提出

⑩支払い

⑦工事完了報告

Step1

Step2

Step3

Step4

Step5

＜送付書類＞
・「応急修理実施連絡書」（様式第5号）
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（別紙）見積書

見積金額(応急修理分) 円 328,000 円)

工　事　名　称
対象
(※1)

備　　考

１　仮設工事 ○ 一 式 ●●● 円 110,000 円 外壁工事の仮設

２　外壁工事

　筋交●ミリ×●ミリ × ● ㎡ ●●● 円 55,000 円 耐震工事

　合板●ミリ厚 × ● 枚 ●●● 円 55,000 円 耐震工事

　金物 × ● 式 ●●● 円 55,000 円 耐震工事

　外壁張替え 〇 ● ㎡ ●●● 円 220,000 円 地震被害箇所の取替え

　下地工事 〇 ● ㎡ ●●● 円 110,000 円 地震被害箇所の取替え

　断熱材取替え 〇 ● ㎡ ●●● 円 55,000 円 地震被害箇所の取替え

３　衛生設備工事

　便器取替え ○ 一 台 ●●● 円 77,000 円 破損ロータンク含む

　配管工事 ○ ● ｍ ●●● 円 33,000 円

　下地補修 ○ ● ｍ ●●● 円 33,000 円

　仕上げタイル補修 ○ ● ㎡ ●●● 円 33,000 円 便器取替えの付帯工事

　施工費 ○ ● 人 ●●● 円 33,000 円

４　床工事

　床板の取替え 〇 ● 人 ●●● 円 55,000 円 地震被害箇所の取替え

　床下断熱材の取替え 〇 ● 人 ●●● 円 55,000 円 地震被害箇所の取替え

　フローリングの取替え 〇 ● 人 ●●● 円 55,000 円 仕上げのみの取替え不可

　合　　計 1,034,000 円

（うち消費税） 103,400 円

　応急修理分 869,000 円 (※2)

　　応急修理限度額（半壊） 706,000 円

　被災者負担分 328,000 円

※1  住宅の応急修理の対象となる工事について「○」を、対象とならない工事について「×」を記入すること

※2  １世帯あたりの限度額を超える部分の工事については被災者負担分に計上すること

　　　　　　＜限度額＞　全壊、大規模半壊、中規模半壊、半壊の場合　：　706,000円　　

　　　　　　　　　　　　　　準半壊の場合　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　343,000円　　

　　上記のとおり見積もり致します。

　　　　令和　　年　　月　　日 住　所

会社名

電話番号

代表者名

修 理 見 積 書

数　量 単　価 金　額

706,000 (他に被災者負担分

※給湯器やエコキュート等を交換する場合は、
交換前後の品番も記入してください。
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